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農地中間管理事業を活用しませんか
農地を貸す人のメリット
　・・　同機構は県が認可した公的機関で安心、賃借料も同機構が支払うので安心・確実
　・・　契約期間終了後、農地は必ず返却されます（契約更新も可能）
　・・　協力金の交付や固定資産税の軽減が受けられます（要件あり）
　・・　相続税や贈与税の納税猶予が継続されます
農地を借りる人のメリット
　・・　まとまった農地を借りることができ、コスト軽減や規模拡大が可能
　・・　複数の所有者とのやり取りなどは同機構が行うため、事務労力や手数料が軽減できます
　・・　借受期間が比較的長く、計画的に営農できます
　・・　基盤整備や機械導入などの補助事業などの優遇措置を受けられます（要件あり）
　・・　正式な権利設定による管理・耕作が可能

　農地を貸したい人は、まず同機構または役
場農林振興課で相談をしてください。登録申
請書提出後、同機構が農用地の確認を行った
うえで条件などの協議を行い、貸借契約を結
ぶことになります。
　農地を借りたい人は、同機構に応募してく
ださい（随時募集中）。同機構が農業委員会
などの関係機関と協議のうえ、希望に合う農
地を紹介します。条件などの協議をし、貸借
契約を結ぶことになります。

■問い合わせ先／県農業振興公社　☎７８－０２１０

町農業委員会　☎７７－０１００　　JA綾町　☎７７－２２１６

宮崎県知事が指定する公的な機関です。安心して農地を預けてください！

国民健康保険税の減免について
　新型コロナウイルス感染症の影響により令和
3 年 1 月～ 12 月の収入見込み額が令和 2 年 1
月～ 12 月の収入額と比べ 30％以上減少する場
合は、国民健康保険税が減額または免除されま
す。
　また、雇用保険受給者資格証を持つ人のうち
65 歳未満かつ同資格者証の離職理由コードが
11、12、21、22、23、31、32、33、34 のい
ずれかに該当する場合は、国民健康保険税の減
免の対象となります。手続きの際は、雇用保険
受給資格者証と印鑑が必要です。詳しくは税務
係（☎ 77-1113）へお問い合わせください。

後期高齢者医療保険料・介護保険料の減免について
　新型コロナウイルス感染症により主たる生計
維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の
人は保険料が全額免除されます。また、主たる
生計維持者の収入減少が見込まれる世帯の人で
一定の要件をすべて満たす場合は、保険料の一
部が減額されます。
　手続きの際は、令和 2 年分の所得状況が分か
るもの、令和 3 年 1 月 1 日から申請日前日まで
の収入が分かるもの、事業の廃止または失業の
場合はそれぞれ確認できる書類が必要です。詳
しくは保健推進係（☎ 77-1114）へお問い合わ
せください。
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　「ごみを燃やす悪臭がする」「煙で窓を開けられない」「洗濯物が汚れてし
まった」など、ごみの野外焼却に関する苦情が寄せられています。
　ごみの野外焼却は、黒煙・悪臭によるダイオキシンなどの有害物質を発生
させる原因となるため禁止されています。廃棄物の処理および清掃に関する
法律（廃掃法）に違反して野外焼却をした場合は、5 年以下の懲役もしくは
1,000 万円以下の罰金またはこれらの併科に処せられます。

焼却禁止の例外
・・　国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
　　（例　河川敷や道路の草焼き）
・・　震災・風水害その他の災害の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却
　　（例　火災予防訓練）
・・　風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　　（例　どんど焼き、正月飾りなどを焼く行事）
・・　農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
　　（例　焼き畑、草や下枝の焼却）
　　※ただし廃ビニールなどの消却は禁止
　　※周辺環境への影響が考えられる場合は風向きなどに細心の注意を払ってください
・・　たき火その他の日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却で軽微なもの
　　（例　キャンプファイヤー）

■問い合わせ先／生活環境係　☎７７－３４６５

　7 月 3 日～ 10 月 17 日の期間に本県で開催されている第 35
回国民文化祭および第 20 回全国障害者芸術・文化祭の市町村プ
ログラムとして、綾町では「未来へつなぐ里山づくりシンポジウ
ム」を開催します。里山と人々のつながり、里山が果たすべき役
割、未来の里山の在り方などについて考える機会です。ふるさと
について学び、未来のまちづくりについて一緒に考えませんか。

　日程／ 10 月 16 日（土）午前 9 時 20 分～午後 5 時　予定
　場所／町公民館文化ホール、イオンの森ほか
　内容／基調講演「みどりのゆりかごづくり」木城えほんの郷　黒木郁朝村長
　　　　パネルディスカッション
　　　　植樹体験、照葉樹林文化体験ツアー（5 コースから選択）
　対象／小学生～一般 200 人程度（小学生は保護者同伴のこと）

　※申込方法など詳しくは右のＱＲコードからホームページをご覧ください
　※綾町公民館やエコパークセンターでチラシを配布します

■里山づくりシンポジウムに関する問い合わせ先／ユネスコエコパーク推進室　☎７７－３４８２

国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭に関する問い合わせ先／社会教育課　☎７７－１１８３

ごみの焼却は禁止されています

未来へつなぐ里山づくりシンポジウムを開催します
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排水路の水質調査結果を報告します
　綾町では、毎年 1 回、排水路の水質調査を実施しています。この調査は、
排水路の水質改善を図り、安全で快適な生活環境を維持することを目的に
行われるものです。調査箇所は下記の 6 カ所で、公定分析法（専門の技術
者によって行う水質検査で、高度な分析機器や薬品を使って行う方法）に
より 4 つの項目について調査をしています。

　①　水素イオン濃度（pH）　　基準値 5.8 ～ 8.6
水の液性を示す指標のひとつで、pH7 が中性、8 以上がアルカリ性、
6 以下が酸性。pH の急激な変化は有害物質の混入などの異常があっ
たことを示します。

　②　生物化学的酸素要求度（BOD）　　基準値 120㎎／ℓ以下
バクテリアが水中の有機物を分解するときに消費した酸素量のこと。BODが高いと悪臭の発生
などが現れます。

　③　浮遊物質量（SS）　　基準値 150㎎／ℓ以下
水中に含まれる動植物プランクトンや、下水・工場排水による有機物・金属などの含有量。数
値が高いほど、水が濁っていることを示します。

　④　大腸菌群数　　基準値 3,000 個／ cc 以下
人の糞便には 1g 中に 10 億～ 100 億の大腸菌が存在します。大腸菌群数が多いからといって
水が危険という訳ではありませんが、し尿汚染の指標となります。

調査結果
　平成 28 年度と令和 2 年度を比較すると、大腸菌群数以外の 4 項目についてはあまり変化が見られ
ない一方で、大腸菌群数については大幅に減少している調査箇所もあります。
　綾町では、排水路の水質改善のために下水道への接続や浄化槽の設置をお願いしています。「自然と
共に生きるまち」の自然環境・水質環境を守るため、ぜひご検討ください。

■問い合わせ先／生活環境係　☎７７－３４６５

検査項目
中川原水源地付近 南麓排水路 中川原排水路

平成28年度 令和2年度 平成28年度 令和2年度 平成28年度 令和2年度

水素イオン濃度（ｐH) 8.3
（22.0℃)

7.7
(23.0℃)

7.7
(21.0℃)

7.6
(23.0℃)

7.7
(21.0℃)

8.1
(24.0℃)

生物化学的酸素要求量（BOD） 1 1.3 2.4 2.5 0.7 1.8

浮遊物質量（SS) 1 1未満 1 3 1 1未満

大腸菌群数 76 30未満 97 640 30 81

検査項目
東中坪排水路 立町排水路 神下排水路

平成28年度 令和2年度 平成28年度 令和2年度 平成28年度 令和2年度

水素イオン濃度（ｐH) 8.0
(21.0℃)

8.1
(22.0℃)

7.5
(22.0℃)

7.7
(23.0℃)

7.8
(21.0℃)

8.4
(22.0℃)

生物化学的酸素要求量（BOD） 0.8 1.5 1.2 2.4 1.3 1.7

浮遊物質量（SS) 1未満 12 2 2 1 3

大腸菌群数 48 32 670 75 310 30未満

調査日／平成28年度は平成29年2月28日、令和2年度は令和3年3月29日（南麓排水路は同6月25日）
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浄化槽を設置しませんか
　町では、公共下水道・農業集落排水処理区域以外の全域を浄化槽整備区域
と定め、快適な生活が営めるよう浄化槽の設置を推進しています。浄化槽設
置から維持管理までを町が行います。70歳以上のみの世帯を対象にした設置
を支援するための制度も設けています。
　浄化槽を設置することは、河川環境や水質を守ることに繋がります。ぜひ
ご検討ください。

設置に伴う負担金および月々の使用料

・・　70 歳以上のみの世帯については、浄化槽設置に伴う宅内工事を町が代行施工し、かかった費用を
　　10 年以内で返済する制度や補助事業（3 分の 1 補助）もあります。
・・　申請から設置まで 2 カ月程度かかりますので、早めに申請してください。

■問い合わせ先／上下水道係　☎７７－３４６７

　台風や局地的豪雨（ゲリラ豪雨）が増える時期です。防災行政無線では避難情報など重要なお知ら
せをお伝えしますが、次のようなサービスもありますのでぜひご活用ください。
　役場ホームページには、災害時の備えや町内の避難場所などの情報を記した防災マップを掲載して
います。家族と避難経路や非常用持ち出し品、備蓄などの確認をお願いします。また、大雨や台風な
どの時は気象情報や避難情報に注意し、役場から警戒レベル 3 高齢者等避難（高齢者など避難に時間
がかかる人は避難）、レベル 4 避難指示（全員避難）が発令された地域に住む皆さんは、速やかに避
難をお願いします。

電話による自動応答システム
　防災行政無線の放送が聞こえなかった場合は、電話による自動応答システム（☎ 77-3500）で内容
を確認することができます。

町民向け防災情報メールシステム
　防災行政無線で発信された情報がメールで配信されます。登録は右のＱＲコードを
読み込んでください。または　bousai.aya-town@raiden2.ktaiwork.jp　へ空メー
ルを送信してください。折り返し登録用のページをご案内します。

戸別受信機設置・電池交換について
　設置を希望する住宅・事業所については役場窓口で受け付けますので、お申し込みをお願いします。
また、戸別受信機の内蔵電池は約 1 年で消耗します。定期的な電池の入れ替えをお願いします。

■問い合わせ先／危機管理係　☎７７－１１１２

浄化槽の規模
5人槽 7人槽 10人槽

延べ床面積
130㎡未満

延べ床面積
130㎡以上

浴室および台所が
2カ所以上

負担金（1回払い）
※70歳以上のみの世帯は免除

86,000円 104,000円 135,000円

1カ月の使用料  2,930円   3,450円   4,500円

防災行政無線についてのお知らせ
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税のひろば 税務係　☎77-1113

　軽自動車やバイクなどを持つ人が、転入・転出、廃車または譲渡した場合
には所定の手続きが必要です。まだ手続きをしていない人は、早めに手続き
を行ってください。
　なお、軽自動車税は 4 月 1 日現在の所有者に課税されます。また、所有者
が亡くなった場合にも届け出が必要です。

・・　役場で手続きをする際には、印鑑と車両情報・車台番号が分かるものをご持参ください。また、廃
　　車する場合はナンバープレートをお持ちください。

　町税・水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替申請をすると、納期ごとに指定された預貯金口座から自動引き落としで納付でき、たいへ
ん便利です。一度手続きをすると、変更・解約のない限り指定預貯金口座からの振り替えは自動継続
されます。振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・JA 綾町・綾郵便局の窓口にあります

取 扱 金 融 機 関／宮崎銀行　本・支店、綾町農業協同組合、全国の郵便局
振　替　開　始／申請翌月から
　　　　　　　　（例）10 月 14 日に申請すると 11 月納期分から振替開始
振替口座の変更／振替依頼申請書での変更手続きが必要
振　　替　　日／各税目、毎期月末が振替日（ただし 12 月は 27 日に引き落とし）
　　　　　　　　※振替日が土・日・祝日にあたる場合は金融機関の翌営業日に引き落とし

車　種 手続き

原動機付自転車
（50、90、125cc）

小型特殊自動車
（農耕作業用､ その他）

転入…役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
転出…転出先の市区町村役場でナンバー取り替えの手続きをしてください
廃車…役場でナンバーの返納と廃車の手続きをしてください
買替え…役場で車台変更の手続きをしてください
譲渡…譲受人の住所地の市区町村役場で、名義変更の手続きをしてください

軽自動車二輪
(126～250ccの二輪車)

軽自動車四輪
（660cc までの四輪車）

転入・転出…軽自動車協会で住所変更の手続きをしてください
廃車…軽自動車協会で車検証・ナンバーの返納と、廃車の手続きをしてください
譲渡…譲受人の住所地の軽自動車協会で名義変更の手続きをしてください

（県内の場合は軽自動車検査協会　☎050-3816-3070）

小型二輪
(251cc 以上の二輪車 )

転入・転出…運輸支局で住所変更の手続きをしてください
廃車…運輸支局で車検証・ナンバーの返納と、廃車の手続きをしてください
譲渡…譲受人の住所地の運輸支局で名義変更の手続きをしてください

　　　　（県内の場合は宮崎運輸支局　☎050-5540-2088）

令和3年度　納期一覧
税　目　　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1期 2期 3期 4期

町県民税 1期 2期 3期 4期

国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

軽自動車税 1期

軽自動車などの廃車や譲渡時の手続き

納税は安心・安全・便利な口座振替で！　
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地域包括支援センター ☎77-3141

　日ごろから健康維持のために各地区で「いきいき

百歳体操」「らくらく体操」に取り組んでいる皆さん

が集まってミニ運動会を行います。運動ができる服

装でご来場ください。参加無料。

■日時／ 9月24日（金）午前9時30分～11時30分

■場所／健康センター

■持参するもの／上履き、飲み物

　認知症は、脳の知的機能が低下して日常生活に支

障をきたす状態のことをいいます。老化現象と思わ

れがちですが、脳の障害によって起こる「病気」で

す。早期発見して適切な治療を開始できれば、その

後の進行を遅らせることができます。

　認知症になると判断力が低下するため、家族は権

利擁護に努めたり健康管理に気を配ったりすること

が必要になります。介護の負担を抱え込まずに周囲

にサポートを求め、介護疲れを防ぐことも大切です。

権利・財産を守るために
・・　成年後見制度／判断能力が不十分になった人に
代わり、財産管理や契約の代理・取り消しなど
を行う後見人を決めておくことができます。

・・　日常生活自立支援事業／判断能力が不十分な人
が自立した生活が送れるよう、契約に基づき、福
祉サービスの利用手続きや生活費の管理、年金
証書などの重要書類の預かりなどを援助します。

健康管理のために気を付けたいこと
　栄養バランスの良い食生活、口腔ケア、水分補給
　適度な運動、薬の飲み忘れ

頑張りすぎず周囲の力を借りましょう！
・・　家族・親戚を頼りましょう。近所の皆さんに、介
護していることを知ってもらうのも大切です。

・・　同じ悩みを抱える人たちと情報交換をしたり、
苦労や喜びを分かち合ったりすることで気持ち
が楽に。

・・　高齢者の生活に関することは何でも、地域包括
支援センターにご相談ください。

《参考》認知症の人との上手なつき合い方

　「人生 100 年時代」と言われています。いつまで

も健康で充実した生活を送るために「口腔機能・栄

養・運動」についての実践方法を学びませんか。9

月・11 月・12 月に開催予定です。受講無料。なお、

感染症の拡大状況により変更になる場合があります。

■日時／ 9 月 4 日（土）午前 10 時～正午

■場所／綾町公民館 1 階

■講師／生嶋暁美さん（歯科衛生士）

　　　　荘子恵子さん（管理栄養士）

　　　　金子茂稔さん（作業療法士）

■申込方法／ 9 月 1 日（水）までに地域包括支援セ

　　　　　　ンターにお申し込みください

　　　　　　（☎ 77-3141　FAX 77-0338）

　7 月 26 日に高年者研修センターで認知症サポー

ター養成講座を開講しました。23 人が参加し、認知

症の症状や認知症の人への接し方、認知症予防など

について理解を深めたほか、脳トレゲームも行いま

した。

　地域包括支援センターでは、自治公民館や事業所

など 10 人以上の団体を対象に同講座を無料で開講

しています。開講を希望する場合はお問い合わせく

ださい。

講師を務めたキャラバンメイトの皆さん

山下さん（小規模多機能型居宅介護アミーチェ）

福島さん、原口さん（ケアプランぬくもり）

黒田さん（綾慶明会在宅介護支援センター）

元気な自分であるための健康増進術

認知症サポーター養成講座

いきいき百歳体操・らくらく体操交流会

認知症と上手に付き合うために

ありがとうございました
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子育て支援センター ☎77-1154

  1 日（水）　わくわく広場　

■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／親子あそび

体を動かしたり触れ合ったりして、親子で楽しめる

遊びをしましょう。お父さんの参加も大歓迎です。

　

  8 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／綾ユネスコエコパークセンター見学

綾に住む生き物たちを見に行きませんか？自然に

ついてのお話しも聞けますよ。支援センターから

散歩がてら歩いていきます。ベビーカーや帽子、水

筒をお持ちください。10 時出発です。

15 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／防災講話

宮崎北消防署西部出張所の消防士が来所し、防災

についてお話しをしてくださいます。消防車との

写真撮影もできますよ。

22 日（水）　誕生会
■時間／午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 9 月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

　非常用持ち出し品を備

えていますか？

　もしもの時にすぐに取

り出せるよう、決まった場

所に用意しておきましょ

う。水や食料品のほか、子

どものオムツやミルクも

必要です。消費期限切れになっていないかも定期的

にチェックをお願いします。

子育て支援センター（☎ 77-1154）
 経験豊富なスタッフが常駐し、親子遊びや誕生会、

講演会などの楽しい催しを行っています。また、一

時預かり保育（10 カ月～）や子育てに関する相談も

随時受け付けていますので、気軽にご利用ください。

あやっ子ケアルーム（☎ 77-3733）
　「子どもが急に発熱して

しまったけれど、仕事を休

めない」。そんなときは、病

児・病後児保育施設「あやっ

子ケアルーム」をご利用く

ださい。生後 6 カ月～小学

6 年生までお預かりします。

利用には事前の登録が必要です。料金や利用方法な

ど詳しくはお問い合わせください。

9月の行事　 9月1日は防災の日

ご利用ください！

今月のPHOTO

わくわく広場「そうめん流し」

お誕生おめでとう
7月1日～31日に受付のあったお子さんです

爰野 夏嬉 ちゃん［女］ R3.6.30 生
（ここんの なつき） 保護者：敬典さん ［杢道］

池田 朱里 ちゃん［女］ R3.7.12 生
（いけだ しゅり） 保護者：拡人さん ［西中坪］

竹元 心一 ちゃん［男］ R3.7.16 生
（たけもと しんいち） 保護者：利文さん ［西中坪］
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健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　9月10日（金）12:00～12:45
倉輪地区
　9月10日（金）13:00～13:45

　申し込みをした人には事前に受診表を送ります。

届かない場合は健康センターへご連絡ください。

成人健診・特定健康診査
　大腸がん・骨粗しょう症・前立腺がん・胃がん健

診（バリウム検査・ABC 検査）も実施します。

■日程／ 9 月 21 日（火）、22 日（水）

■対象／ 40 ～ 74 歳の国民健康保険加入者

フレッシュ健康診査
■日程／ 9 月 21 日（日）、22 日（水）

■対象／ 20 ～ 39 歳の町民

　各自治公民館で午前 9 時 30 分から行います。
※四枝地区のみ午後 1 時 30 分から

　新型コロナウイルス感染症のワクチン接種につい

ては、すべての対象者に接種券を送っています。集

団接種（1 回目）は 9 月で終了します（集団接種の

2 回目は 10 月まで）。個別接種についてはかかりつ

け医にご相談ください。

■綾町新型コロナウイルス予防接種コールセンター

☎ 77-2020

　感染症対策のため予約制で行

います。各相談・離乳食教室の

参加希望者は事前に電話でお申

し込みください。

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 9 月 2 日（木）午後 1 時 15 分～

■対象／乳児と母親

※乳児相談の希望者はバスタオルを、おっぱい相

談の希望者はタオルを持参のこと

1 歳 6 カ月児健康診査
■日程／ 9 月 10 日（金）

■対象／令和元年 12 月、令和 2 年 1 月、2 月生

　　　　および未受診者

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 9 月 16 日（木）午後 1 時～

おっぱい相談
■日時／ 9 月 16 日（木）午後 1 時 30 分～

　※希望者はバスタオルとタオルを持参のこと

　発熱や倦怠感など風邪のよ

うな症状がある場合は、まず

かかりつけ医に電話で相談し

てください。

　かかりつけ医で診察ができ

ない場合は、別の医療機関を

紹介されます。紹介された医療機関に電話で相談し、

受診してください。

　また、感染の疑いがある場合は家庭での感染対策

が重要です。個室で過ごす、家族とは別に食事をす

る、タオルや食器を家族と共用しないなどの対策を

お願いします。

受診や相談する機関に迷う場合
　新型コロナウイルス感染症受診・相談センター

　☎ 78-5670　FAX44-2616　（24 時間対応）

ワクチンの副反応に関する相談
　県新型コロナワクチン副反応等コールセンター

　☎26-4609　FAX26-1000（午前9時～午後8時）

子育てに関する相談など 今月の健診・検診

お達者クラブ

ワクチンの集団接種が終了します

新型コロナウイルス感染症の相談

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
2日（木） 上畑 14日（火） 南麓
3日（金） 古屋 15日（水） 揚町
6日（月） 宮原 16日（木） 麓
7日（火） 中堂 17日（金） 東中坪
8日（水） 尾立 21日（火） 四枝
9日（木） 倉輪 24日（金） 昭和

10日（金） 北麓 27日（月） 宮谷
13日（月） 立町 30日（木） 西中坪

■問い合わせ先／綾町社会福祉協議会　☎77-3099

11 広報あや



綾てるは図書館 ☎77-0180

「綾町地名の謎解き」　
柳田康博さんのお話し
　地道にフィールドワークを

積み重ね、町内の地名の歴史

や由来を調べている柳田さん

による、目からうろこの講話

です。あなたが住んでいる地

区について新たな発見がある

かもしれませんよ。

■日時／ 9 月 18 日（土）午後 2 時～ 3 時 30 分

■募集対象／中学生以上（定員 30 人）

■申込方法／ 9 月 1 日（水）～ 14 日（火）に電話

または図書館カウンターで受け付けます

おはなし会　　　

■日時／毎週土曜日　午後 2 時～ 2 時 30 分

　蔵書に関するお問い合わせが増えています。ご希

望の本が当館に所蔵されていない場合には、「相互貸

借」の活用をご案内しています。

　相互貸借は、県内の図書館が相互に本の貸借を行

う貸出サービスです。まずはご希望の本が当館にあ

るかどうかを調べてください（館内に設置している

パソコンの蔵書検索またはホームページで調べるこ

とができます）。見つからない場合は、当館スタッフ

にお申し出ください。県内の図書館に所蔵されてい

るか調べ、見つかったら取り寄せの手続きをします。

ご希望の本が当館に届いたら、申込者にご連絡しま

す。貸出・返却の手続きはすべて当館でできるので

遠方に足を運ぶ必要がありません。

　ただし、貸出状況や予約状況などによっては取り

寄せに時間がかかる場合がありますのでご了承くだ

さい。

図書館落語
　落語の高座が図書館に

やってきます！ラジオな

どにも出演されているア

マチュア噺（はなし）家の

柱大黒さん、しいのみ亭らんらんさん & りんりんさ

ん、にこにこ亭陽之介さんが落語を披露します。思

いきり笑って、楽しいひとときを過ごしませんか。

■日時／ 10 月 9 日（土）午前 10 時～ 11 時

■募集対象／中学生以上（定員 30 人）

■申込方法／ 9 月 26 日（日）～ 10 月 7 日（木）

に電話または図書館カウンターで受け付けます。

　図書館では、換気や消毒

などの対策に努めています。

来館される場合はマスクの

着用と手指の消毒、ソー

シャルディスタンスを保っ

た利用をお願いします。

9月のイベント

読みたい本をお取り寄せ

10月のイベント（参加者募集）

図書館での感染症対策

おすすめの本

[ 一般書 ]
〇土偶を読む

〇子どもと楽しむ草花のひみつ

〇絵本のお菓子　　　　　　　　　　　

〇やさしい仏像彫刻

〇エレジーは流れない 三浦　しをん / 著

〇硝子戸のうちそと 半藤　末利子 / 著

〇愛に始まり、愛に終わる 瀬戸内　寂聴 / 著

[ 児童書 ]
〇武器ではなく命の水を送りたい 中村哲医師の生き方

○こどもジェンダー　　　　

〇しばわんこの和のおもてなし

〇しんぱいせんせい 北川　チハル / 著

〇卒業旅行 小手鞠　るい / 著

〇ひえひえひんやりツアー

〇モグラのモーとグーとラーコ

※ほかにもたくさんの本が入っています  6日（月）、13日（月）
21日（火）、27日（月）9月の休館日

感染症の影響による行事などの変更の情報は、
ホームページで随時お知らせします

ＵＲＬ　http://www.aya-lib.jp
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一
般
寄
付寄

付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

吐
師　

保
／
野
菜
（
宮
原
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

川
元　

ミ
ネ
子
／
勲
（
揚
町
）

外
山　

か
つ
代
／
國
夫
（
立
町
）

山
口　

今
朝
廣
／
今
朝
満（
尾
立
）

清　

紀
六
／
ヒ
サ
ヨ
（
西
中
坪
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
7
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習

「
短
歌
教
室
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

針
先
で
噴
水
の
穴
掻か

き
出
せ
ば
勢
い
飛
び
出
づ

就
活
の
子
ら

五さ

み

だ

れ

月
雨
に
打
た
れ
重
き
首
か
し
ぐ
叱
ら
れ
て
い

る
や
あ
じ
さ
い
の
花

長
池
い
ね
子
さ
ん
（
四
枝
）

竹
下
　
恭
子
さ
ん
（
南
麓
）

　

現
代
短
歌
に
も
通
じ
る
和
歌
の
技
法
と
し
て
、
枕
ま
く
ら
こ
と
ば
詞
や
序
じ
ょ
こ
と
ば
詞
（「
じ
ょ
し
」
と
も
読
む
）、
掛
か
け
こ
と
ば
詞
な
ど

が
あ
る
。
序
詞
は
特
定
の
言
葉
を
導
く
枕
詞
と
は
異
な
り
、
掛
か
る
言
葉
は
自
由
で
あ
る
。
こ
の
作
品

は
、
五
七
五
の
三
句
ま
で
は
「
勢
い
飛
び
出
づ
」
を
引
き
出
す
た
め
の
序
詞
と
み
て
よ
い
。
ユ
ニ
ー
ク

な
着
眼
の
序
詞
だ
。「
小
倉
百
人
一
首
」
の
「
あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を

ひ
と
り
か
も
寝
む
」
の
「
あ
し
び
き
の
～
し
だ
り
尾
の
」
ま
で
は
「
な
が
な
が
し
夜
」
を
引
き
出
す
た

め
の
序
詞
で
、
同
じ
技
法
と
い
え
ば
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

紫あ
じ
さ
い

陽
花
は
「
雨
が
よ
く
似
合
う
」
あ
る
い
は
「
雨
が
好
き
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
果

た
し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
が
勝
手
に
そ
の
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
、
と
ふ
と

思
う
こ
と
が
あ
る
。
晴
天
で
さ
え
大
き
く
て
重
た
い
花
首
。
ま
し
て
雨
の
日
は
。
う
な
だ
れ
て
い
る
紫

陽
花
を
「
叱
ら
れ
て
い
る
」
と
と
ら
え
た
作
者
に
は
、
ご
自
分
の
叱
ら
れ
た
体
験
を
重
ね
て
い
る
に
違

い
な
い
。
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くらしの情報［ 9 月 ］
　

役
場
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
に

回
答
し
ま
す
。

①
町
内
で
自
転
車
の
パ
ン
ク
修
理

が
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

か
。

・・
役
場
の
向
か
い
に
あ
る
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
「
長
友
石
油
」
と

綾
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
修
理
で
き
ま
す
（
有
料
）。

②
町
内
に
メ
ガ
ネ
店
が
な
い
の
で

困
っ
て
い
ま
す
。

・・
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
に
Ｊ
Ａ

綾
町
資
材
課
駐
車
場
で
メ
ガ
ネ

の
販
売
・
修
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

生
活
環
境
係
☎
77
‐
３
４
６
５

　

綾
町
お
で
か
け
バ
ス
カ
（
１
０

０
円
バ
ス
専
用
カ
ー
ド
）
の
特
設

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
対
象

者
（
町
内
在
住
の
75
歳
以
上
）
に

は
事
前
に
資
格
証
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
こ
の
機
会
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
受
付
日
時
／
８
月
31
日
（
火
）、

９
月
29
日
（
水
）
の
午
前
９
時

30
分
～
正
午

◎
場
所
／
宮
交
バ
ス
綾
待
合
所

※
右
の
日
時
以
外
は
宮
崎
駅
・
宮

交
シ
テ
ィ
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

　

明
る
い
地
域
づ
く
り
と
健
や
か

な
青
少
年
の
育
成
を
願
い
県
と
の

連
携
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま

す
。
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
な

ど
で
明
る
い
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交

う
よ
う
、
皆
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

◎
期
間
／
９
月
５
日
（
日
）
～
11

日
（
土
）

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
「
あ
い
さ
つ
で　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を　

心

掛
け
ま
し
ょ
う
」

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

☎
77
‐
１
１
８
３

　

９
月
20
日
（
月
・
祝
）
は
敬
老
の

日
で
す
。
地
域
の
絆
づ
く
り
や
活

性
化
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
、
皆

で
長
寿
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

個
別
の
お
祝
い
を
検
討
し
て
い

る
自
治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
自
治
公
民
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
・
児
童
家
庭
係
）

　

秋
は
日
没
時
間
が
早
ま
り
、
歩

行
中
や
自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

夕
暮
れ
時
に
自
動
車
や
自
転
車
に

乗
用
す
る
場
合
は
、
早
め
の
点
灯

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
後

部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
も

乗
車
中
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
期
間
／
９
月
21
日
（
火
）
～
30

日
（
木
）

◎
重
点
項
目
／

①
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転
の
追
放

②
歩
行
者
の
安
全
確
保

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止

④
自
転
車
の
安
全
確
保

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
い
合
わ
せ
先
／

危
機
管
理
係
☎
77
‐
１
１
１
２

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
９
月
28
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

上
下
水
道
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
増
進
な
ど
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

国
の
制
度
な
の
で
安
全
で
、
掛
け

金
の
一
部
を
国
が
負
担
し
ま
す
。

手
続
き
も
簡
単
で
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業

を
営
む
人

◎
対
象
と
な
る
労
働
者
／
建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

◎
掛
け
金
／
日
額
３
１
０
円

※
10
月
か
ら
は
３
２
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構　

建
退
共
宮
崎
支
部

☎
20
‐
８
８
６
７

　

道
路
沿
い
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

家
庭
の
庭
木
な
ど
の
枝
が
道
路
上

に
伸
び
、
通
行
に
支
障
が
出
て
い

る
場
所
が
多
数
あ
り
ま
す
。
所
有

し
て
い
る
土
地
の
樹
木
の
枝
葉
が

通
行
の
支
障
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

確
認
と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

動
物
愛
護
法
で
は
、
犬
を
飼
う

場
合
に
「
柵
で
囲
わ
れ
た
自
己
の

保
有
地
以
外
の
放
し
飼
い
は
禁

止
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
が
人
に
危
害
を
加
え
る

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
必
ず
鎖

や
リ
ー
ド
（
引
き
縄
）
で
つ
な
い

ぎ
ま
し
ょ
う
。
散
歩
中
も
リ
ー
ド

水
質
検
査

樹
木
の
管
理
の
お
願
い

秋
の
交
通
安
全
運
動

敬
老
の
日

お
知
ら
せ

１
０
０
円
バ
ス
カ
ー
ド

特
設
交
付
手
続
き

知
っ
て
い
ま
す
か

建
退
共
制
度

町
民
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動

お
答
え
し
ま
す

飼
い
主
と
し
て

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

お
願
い
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か
ら
離
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
フ
ン
を
放
置
し
た

り
埋
め
た
り
せ
ず
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
分
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

生
活
環
境
係
☎
77
‐
３
４
６
５

　

９
月
10
日
（
金
）
～
16
日
（
木
）

は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
だ
れ
か
に
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

悩
み
ご
と
一
斉
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
来
所
相
談
の

場
合
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
相
談
先
／
健
康
セ
ン
タ
ー

　

☎
77
‐
０
１
９
５

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

み
や
ざ
き
い
の
ち
の
電
話

◎
相
談
専
用
電
話
／
☎
０
５
７
０

‐
７
８
３
５
５
６

◎
受
付
時
間
／
月
・
水
・
金
・
日

曜
日
の
午
後
９
時
～
午
前
４
時
、

火
・
木
・
土
曜
日
の
午
後
６
時

～
午
前
４
時

い
の
ち
灯
す
コ
ン
サ
ー
ト

◎
日
時
／
９
月
12
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
12
時
40
分

◎
場
所
／
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
オ
ル

ブ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル
（
宮
崎
市
橘

通
西
１
丁
目
）

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
９
１
１
１

　

綾
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
設
計
改
修
に
関
す
る
補
助

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
自
宅

が
補
助
対
象
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
」「
補
助
内
容
を
具
体
的
に
知
り

た
い
」
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

◎
相
談
受
付
／
９
月
30
日
（
木
）

ま
で
の
平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
の
人
や
心
配
ご
と
が
あ
る

人
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員

早
川
ゆ
り
、
谷
口
秀
典
、
中
薗

兼
次

◎
次
回
の
特
設
相
談
／
10
月
１
日

（
金
）
綾
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
係
☎
77
‐
３
４
６
６

　

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
Ｄ
Ｖ

（
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
）が

増
え
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・・
県
女
性
相
談
所
（
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
22
‐
３
８
５
８

・・
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
60
‐
１
８
２
２

・・
宮
崎
地
方
法
務
局
（
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
８
１
０

・・
宮
崎
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
パ
レ
ッ
ト
」

　

☎
25
‐
２
０
５
７

・・
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎
（
性
暴

力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
38
‐
８
３
０
０

・・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
５
２
１
０

　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ

ス
で
は
、
就
職
に
関
す
る
相
談
や

適
職
診
断
、
職
場
体
験
な
ど
を
行

う
機
関
で
す
。
綾
町
で
特
設
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
日
時
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

◎
対
象
／
就
職
を
目
指
す
15
歳
～

49
歳
の
無
職
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族

◎
場
所
／
役
場
ロ
ビ
ー
会
議
室

◎
面
談
時
間
／
１
人
50
分

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
／

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
・
プ
ラ
ス

☎
25
‐
４
３
４
５

　

公
立
保
育
所
の
給
食
調
理
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
／
１
人

◎
勤
務
日
数
／
月
15
日
以
内

◎
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分（
休
憩
１
時
間
）

◎
勤
務
場
所
／
中
坪
保
育
所

◎
給
与
／
時
給
８
９
７
円

◎
応
募
方
法
／
履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
／

福
祉
・
児
童
家
庭
係

☎
77
‐
１
１
１
４

〒
８
８
０
‐
１
３
９
２

綾
町
大
字
南
俣
５
１
５

　

令
和
４
年
度
の
「
児
童
福
祉
週

間
（
５
月
５
日
か
ら
１
週
間
）」
の

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

（
公
財
）児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
期
限
／
９
月
30
日
（
木
）

◎
募
集
内
容
／
子
ど
も
た
ち
を
応

援
す
る
も
の
、
未
来
に
向
け
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
問
い
合
わ
せ
先
／

（
公
財
）
児
童
育
成
協
会

☎
０
３
‐
５
３
５
７
‐
１
１
７
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
‐
５
３
５
７
‐
１
８
０
９

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w

w
.k

o
d

o
m

o
n

o
-

sh
iro

.o
r.jp

/jigyo
/h

yo
u
go

若
者
の
就
職
を
支
援

パ
ー
ト
調
理
員（
求
人
）

人
権
擁
護
委
員
紹
介

Ｄ
Ｖ
相
談

自
殺
予
防
週
間
相　

談

くらしの情報［ 9 月 ］

木
造
住
宅
の

耐
震
化
に
関
す
る
相
談

募　

集

児
童
福
祉
週
間
の

標
語
募
集

15 広報あや



くらしの情報［ 9 月 ］
　

令
和
４
年
歌
会
始
の
題
は「
窓
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
宮
内
庁
で

は
、「
窓
」
を
詠
み
込
ん
だ
短
歌
を

募
集
し
ま
す
。

◎
点
数
／
ひ
と
り
１
首
（
未
発
表

の
作
品
）

◎
書
式
／
習
字
用
半
紙
を
横
長
に

使
い
、右
半
分
に
題
と
短
歌
、左

半
分
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
職
業
を
縦
書
き
で
書
い

て
く
だ
さ
い

※
毛
筆
で
書
く
こ
と

◎
応
募
締
切
／
９
月
30
日
（
木
）

の
消
印
有
効

■
応
募
先
／

〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い

　　

県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
就
職
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
無
料
。

◎
対
象
／
令
和
４
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
学
生
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
を

含
む
一
般
求
職
者

◎
日
時
／
９
月
５
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時

◎
場
所
／
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階

（
宮
崎
市
橘
通
西
１
丁
目
）

◎
内
容
／
県
内
企
業
と
の
個
別
相

談
（
参
加
企
業
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
随
時
公
開
）

※
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
市
工
業
政
策
課

☎
21
‐
１
７
９
３

県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
26
‐
７
１
０
５

　

綾
の
花
火
大
会
は
９
月
18
日

（
土
）に
次
の
と
お
り
開
催
す
る
方

向
で
調
整
し
て
い
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
打
ち
上
げ
時
間
／
午
後
８
時
か

ら
１
時
間
程
度

◎
打
ち
上
げ
場
所
／
綾
南
川
三
本

松
橋
上
流
河
川
敷

※
歩
行
者
天
国
や
露
店
の
出
店
は

あ
り
ま
せ
ん

※
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

商
工
観
光
係
☎
77
‐
３
４
６
４

　

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
花
壇

づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

移
植
ご
て
と
園
芸
用
手
袋
を
持
参

の
う
え
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
無
料
。

◎
日
程
／
毎
月
第
４
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
正
午

◎
場
所
／
綾
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
錦
原

※
馬
事
公
苑
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

管
理
係
☎
77
‐
３
４
６
７

　

町
内
の
小
中
学
生
が
作
成
し
た

昆
虫
の
標
本
を
展
示
し
ま
す
。

◎
期
間
／
９
月
４
日
（
土
）
～
５

日
（
日
）
の
午
前
９
時
30
分
～

午
後
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☎
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‐
３
４
８
２

　

10
月
10
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
第
59
回
町
民
体
育
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
係
☎
77
‐
１
１
８
３

県
就
職
説
明
会

多
年
草
花
壇
づ
く
り
講
座

綾
の
花
火
大
会

標
本
の
展
示
会

町
民
体
育
大
会（
中
止
）

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

投票の基本原則
　投票は、政治に参加する最も大切な方法です。公
平で公正な選挙を行うため、投票に関しては次の
７つの原則が定められています。

①投票の方法は、選挙人の投票により行います。
②各選挙につき一人一票に限られます。
③選挙人は、選挙人名簿に登録されていないと投票できません。
④選挙当日に自ら投票所に足を運び、投票しなければなりません。
　※例外／期日前投票・不在者投票の制度があります
⑤投票には、交付された所定の投票用紙を用いなければなりません。
⑥投票用紙に自ら候補者一人の氏名または政党名（比例代表制選

挙の場合）を記載しなければなりません。　
　※例外／代理投票、点字投票などがあります
⑦投票用紙に自分の氏名を記載してはいけません。また、誰に投

票したかを述べる義務はありません。 （綾町選挙管理委員会）

⑤Let's Vote

歌
会
始
の
詠
進
歌
募
集
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　（公財）日本公衆電話会は7月9日に綾小・中学校を

訪問し、インターネットやスマートフォンを安全に利用

するための「ネット安全Guidebook」や交通事故や犯

罪から身を守るための「こども手帳」、災害用伝言ダイ

ヤルを啓発するマスクなどを贈呈しました。

　同会はNTTから公衆

電話の管理を委託され

た商店主などで構成さ

れる団体で、社会貢献

活動に取り組んでいま

す。

　綾町は7月19日、ナフコ（福岡県北九州市）と物資

供給に関する協定を結びました。これにより、災害時や

災害が発生する恐れがある場合には、同社から生活必需

品や食料、飲料水、暖房機器などが優先的に供給される

ことになります。

　籾田町長は「大規模

災害が毎年全国各地で

発生している。万が一

の事態に備え、協力を

お願いしたい」と話し

ました。

　7月9日、綾小・中学校で東諸地区建設業協会青年部

による奉仕作業が行われました。

　同部の会員13人は、高所作業車に乗って樹木の枝を

伐採したり、側溝にたまった土

や枯れ葉を取り除いたりする作

業に汗を流し、「子どもたちが学

び育つ場を快適にでき、まちの

景観向上の一助になるなど地域

貢献ができて良かった。建設業

を身近に感じてもらえたらうれ

しい」と話していました。

　町産ライチの出荷が7月で終わったことの報告を兼

ね、ライチ部会（大隈敏伸部会長）が町産ライチを持参

し、籾田町長を表敬訪問しました。

　今年は、開花期の高温で実りがよくなかったものの、

品質は例年並みで糖度が高いものになりました。籾田町

長は ｢ふるさと納税の

返礼品や特産品として

PRしたい。生産者の

皆さんはこれからも頑

張って」とエールを送

りました。

日本公衆電話会が小中学校に寄贈

ナフコと協定を締結

小中学校で奉仕作業

ライチの出荷終了報告

　宮崎商業高校3年の山本愛実さん（麓）は、9月に

ポルトガルで開催される「カヌースプリントジュニア

世界選手権大会」のU18女子カヤックフォア日本代

表選手に選ばれました。

　山本さんは「支援してくださっている皆さんへの感

謝を胸に、決勝進出を

目指してベストを尽く

したい」と意気込みを

語りました。活躍を期

待します。

　8月4日の「橋の日」に合わせ、同日、清掃活動が行

われました。　東諸地区建設業協会の会員や高岡土木事

務所職員など約30人が参加。ごみ拾いや欄干の清掃に

汗を流し、「完成から25年経った元町橋に愛着を持っ

て渡ってもらえたら」と話していました。

　「橋の日」は本県発祥

の記念日で、道路や河

川の愛護などを目的に

全国各地で記念行事が

行われています。

カヌーの世界大会に出場 「橋の日」に清掃活動
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